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［機能編ーセルロースの新機能発現］
第 1章　セルロースの階層構造形成と

両親媒性 近藤哲男
1　はじめに
2　セルロース 1 次元構造体―繊維

―
2.1　植物由来天然セルロース繊

維
2.2　酢酸菌産生ナノファイバー
2.3　人造セルロース繊維―マー

セル化繊維と再生繊維―
3　セルロース 2 次元構造体―平面

―
3.1　樹木細胞壁
3.2　汎用人工フィルム
3.3　ネマティックオーダーセル

ロース（NOC）
3.4　セルロースハニカムフィル

ム
4　セルロース 3次元構造体
4.1　酢酸菌産生セルロースペリ

クル（ナタデココ）
4.2　酢酸菌を用いる機能性セル

ロース 3次元構造体の構築
4.3　セルロースファイバーネッ

トワーク構造を用いた複合
材料

5　両親媒性セルロース分子とその
2次元構造体デザイン

6　おわりに
［開発編ーバクテリアセルロース］
第 2章　バクテリアセルロースの機能

発現 近藤哲男
1　はじめに
2　マイクロビアルセルロース（＝

バクテリアセルロース）の生合
成

2.1　セルロース合成酵素複合体
2.2　TC の集合状態とマイクロビ

アルセルロースナノファイ
バーの形状

3　マイクロビアルセルロースナノ
ファイバー中の結晶構造

4　マイクロビアルセルロースナノ
ファイバーネットワーク（ペリ
クル）の機能発現

4.1　医療材料
4.2　酢酸菌をナノビルダーとし

て用いたセルロースナノ
ファーバーの配向制御とそ
の連続チャネルパターン化
セルロース 3 次元構造体の
構築への展開

5　水中カウンターコリジョン法に
よるマイクロビアルセルロース
ナノファイバー・ネットワーク

（ペリクル）からフィブリル化
シングルセルロースナノファイ
バー（ナノセルロース）の創製

6　おわりに
第 3章　バクテリア（酢酸菌）におけ

るセルロース合成酵素複合体
「ターミナルコンプレックス
（TC）」の機能解析 田島健次

1　はじめに
2　バクテリアセルロース（BC）
3　セルロース合成関連遺伝子クラ

スター
4　AxCeSA
5　AxCeSB
6　AxCeSC
7　AxCeSD
8　セルロース合成における AxCeSD

の機能
9　 セ ル ロ ー ス 合 成 に お け る

Cellulose complementing 
factor（CcpAx）の機能

10　まとめ
第 4章　種々の細菌によるセルロース

生産 天野良彦，水野正浩
1　はじめに
2　酢酸菌以外のセルロース生産菌
3　セルロース合成酵素の立体構造
4　微細セルロースを生産する

Asaia bogorensis
［開発編ー植物系セルロース］
第 5章　エコ・バイオマテリアル創製

のためのセルロースの機能化
 長谷川輝明

1　はじめに
2　鍵中間体である 6- アジド -6-

デオキシセルロースの合成

1.3　コロイダルグレード
（結晶セルロース製剤）
について

1.4　コロイダルグレードの
応用

1.5　顆粒状食品への応用
1.6　おわりに

2　発酵セルロース製剤の食品
への応用 大本俊郎

2.1　はじめに
2.2　発酵セルロースの基原
2.3　一次構造
2.4　発酵セルロースの主な

特徴
2.5　発酵セルロース製剤の

特性
2.6　食品への応用
2.7　おわりに

第 13 章　エレクトロニクス
1　セルロース―イオン液体コ

ンポジットの電解質および
電導性材料への展開

 門川淳一
1.1　はじめに
1.2　セルロースイオンゲル

の形成と電解質材料へ
の展開

1.3　セルロース／高分子イ
オン液体コンポジット
の創製と電導性評価

1.4　おわりに
2　バクテリアセルロース有機

ゲルを利用したリチウムイ
オン導電性材料

 星　徹，澤口孝志，矢野彰一郎
2.1　はじめに
2.2　多糖類エアロゲルとそ

の性質
2.3　多糖類ゲル電解質のイ

オン導電性
2.4　ゲル電解質の力学およ

び熱的物性
2.5　まとめ

第 14 章　環境・エネルギー
1　セルロース系バイオマスに

よる液体燃料やプラスチッ
ク原料の高効率生産システ
ム 鮫島正浩

1.1　はじめに
1.2　セルロース系バイオマ

ス原料
1.3　バイオマス原料の前処

理技術
1.4　前処理バイオマスの酵

素糖化
1.5　おわりに

2　高吸水性セルロース樹脂の
開発

 吉村利夫
2.1　高吸水性樹脂の現状
2.2　環境調和型高吸水性樹

脂の意義
2.3　環境調和型高吸水性樹

脂の分子設計
2.4　セルロースエーテル系

高吸水性樹脂
2.5　セルロースエステル系

高吸水性樹脂
2.6　その他のセルロース系

高吸水性樹脂
2.7　おわりに

3　水処理に最適なセルロース
製分離膜 綿部智一

3.1　セルロース製分離膜
3.2　膜濾過法による浄水処

理
3.3　酢酸セルロース中空糸

膜の特徴
3.4　膜材質の特徴
3.5　膜構造の特徴
3.6　浄水処理分野における

適用例
3.7　おわりに

4　酢酸セルロース製中空糸型
逆浸透膜の特性と応用 

 八木敏幸
4.1　はじめに
4.2　逆浸透膜開発の歴史
4.3　酢酸セルロース製中空

糸型逆浸透膜
4.4　CTA-RO 膜の応用例
4.5　まとめ

4.2　高熱伝導フィルムの作製
4.3　透明高熱伝導フィルムの特

性
4.4　おわりに

5　非木材セルロースナノファイ
バーコンポジットの開発

 藤井　透，大窪和也
5.1　はじめに
5.2　竹 CNF コンポジットの開発
5.3　PLA（ポリ乳酸）の強化材

としての竹 CNF の可能性
5.4　間違いだらけの CNF の活

用？ と，炭素繊維／エポ
キシ複合材料の強化助材と
しての活用例

第 9章　機能性紙
1　紙の機能性付与技術 内村浩美
1.1　はじめに
1.2　紙機能の進化
1.3　紙の機能性付与技術
1.4　紙の機能性付与技術の高度

化
1.5　最後に

2　ペーパー触媒の開発―紙の構造
が機能する新材料― 北岡卓也

2.1　はじめに
2.2　触媒粉末のペーパー成型
2.3　ペーパー光触媒―室内・大

気・水環境浄化への応用―
2.4　水素をつくる紙―燃料電池

発電への応用―
2.5　金属ナノ触媒のオンペー

パー合成―ものづくりへの
応用―

2.6　さらなる機能開拓に向けて
―ナノセルロースへの展開
―

2.7　おわりに
第 10 章　医療・医薬品

1　医薬品製剤におけるセルロース
誘導体の開発 小久保宏恭

1.1　はじめに
1.2　水溶性セルロース誘導体
1.3　腸溶性コーティング剤
1.4　水膨潤性ポリマー（崩壊剤）

の開発
1.5　おわりに

2　多機能なセルローススポンジの
開発 平原武彦

2.1　はじめに
2.2　セルローススポンジの概要
2.3　セルローススポンジの製造

方法
2.4　セルローススポンジの性能
2.5　セルローススポンジの用途

展開
2.6　今後の展開

3　セルロース製ウイルス除去膜
 井出正一
3.1　プラノバとは
3.2　旭化成の銅アンモニア法再

生セルロース事業
3.3　プラノバの適用分野
3.4　血漿分画製剤やバイオ医薬

品の精製工程でのウイルス
除去・不活化方法

3.5　プラノバの製品群
3.6　プラノバの特徴
3.7　血漿分画製剤での応用例
3.8　バイオ医薬品での応用例
3.9　プリオン除去
3.10 プラノバの特徴研究

第 11 章　扁平状セルロース微粒子の
化粧品への応用 長谷朝博

1　はじめに
2　FS-CP の作製方法および形状
2.1　FS-CP の原料
2.2　FS-CP の作製および形状

3　FS-CP の化粧品（ファンデーショ
ン）への応用

3.1　ファンデーションの機能お
よび最近の動向

3.2　FS-CP の配合によるファン
デーションの使用感・機能
性の向上

4　おわりに
第 12 章　食品

1　結晶セルロースおよび結晶セル
ロース製剤の食品への応用

 五味俊一
1.1　結晶セルロースとは
1.2　粉体グレードについて

3　Huisgen 環化による多様なセル
ロース誘導体への展開

4　オリゴ糖の導入によるセルロー
ス型糖鎖高分子

5　ヌクレオシドと四級アンモニ
ウムカチオンの共導入による
SWNTs 被覆材への展開

6　おわりに
第 6章　セルロースブロック共重合体

による新規複合材料の創製
 坂口眞人

1　はじめに
2　セルロースの機械的破壊
2.1　機械的破壊条件
2.2　セルロースの機械的破壊に

より生成する化学種（セル
ロースメカノラジカル）と
切断部位

3　セルロースブロック共重合体の
合成

3.1　BC- ポリメチルメタクリ
レートブロック共重合体
（BC-block-PMMA）の合成

3.2　MCC- ポリメチルメタクリ
レートブロック共重合体
（MCC-block-PMMA）の合成

4　セルロースブロック共重合体に
よるセルロース微粒子の表面化
学修飾

4.1　BC-block-PMMA による BC 微
粒子表面の化学修飾

4.2　MCC-block-PMMA に よ る MCC
微粒子固体表面の化学修飾

5　おわりに
第 7章　新たなセルロース系機能繊維

およびフィルムの設計開発
 西尾嘉之，杉村和紀，寺本好邦

1　はじめに
2　溶融紡糸による機能繊維の設計

開発
3　多機能ブレンドフィルムの設計

開発
3.1　相溶性と分子間相互作用
3.2　分子配向と光学異方性の制

御
4　おわりに

［応用編］
第 8章　セルロースナノファイバー

1　セルロースナノファイバー強化
による自動車用高機能化グリー
ン部材の研究開発 矢野浩之

1.1　はじめに
1.2　経済産業省地域新生コン

ソーシアム：2005 年 -2006
年度

1.3　NEDO 大学発事業創出実用化
研究：2007 年 -2009 年度

1.4　グリーン・サステイナブル
ケミカルプロセス基盤技術
開発

1.5　おわりに
2　TEMPO 触媒酸化によるセルロー

スナノファイバーのガスバリア
材料への応用 磯貝　明

2.1　はじめに
2.2　TEMPO 酸化セルロースナノ

ファイバーの調製
2.3　TEMPO 酸化セルロースナノ

ファイバーの特性
2.4　TEMPO 酸化セルロースナノ

ファイバーフィルムのガス
バリア性

2.5　おわりに
3　セルロースナノファイバーのプ

リンテッド・エレクトロニクス
への応用

 能木雅也，古賀大尚，菅沼克昭
3.1　はじめに
3.2　プリンテッド・エレクトロ

ニクスにおける紙基板の現
状と課題

3.3　ナノペーパーの特徴
3.4　プリンテッド・エレクトロ

ニクスの観点から見たナノ
ペーパーの特徴

3.5　プリンテッド・エレクトロ
ニクスへの応用

3.6　まとめ
4　セルロースナノファイバーを用

いた透明高熱伝導フィルムの作
製とその諸特性 島﨑　譲

4.1　はじめに


